


フラッグを手で
押さえたらダメだよ。

フラッグを取るときに
ぶつからないように
まわりをよく見よう。

チームで声を
掛け合って協力しよう。

相手をかわす動きも
意識しよう。

友達と協力して
相手のフラッグを
取ってみよう！

前の時間の授業を振り返らせ、本時で学習する内容（ねらい）を確認させます。前の時間の授業を振り返らせ、本時で学習する内容（ねらい）を確認させます。

●相手プレーヤーの体の横に両手を広げてかべのように立つ。
●相手プレーヤーが動いても、ぶつからないようにかべの位置を保つ。
●ボールを持って走るプレーヤーとタイミングや位置をあわせる。

●相手プレーヤーの体の横に両手を広げてかべのように立つ。
●相手プレーヤーが動いても、ぶつからないようにかべの位置を保つ。
●ボールを持って走るプレーヤーとタイミングや位置をあわせる。

ボールを持っている味方を助ける
ためのブロックの動きができる。
ボールを持っている味方を助ける
ためのブロックの動きができる。

ルールやマナーを守り、友達と助け合って
練習やゲームをしようとしている。
ルールやマナーを守り、友達と助け合って
練習やゲームをしようとしている。

ブロックを使った攻め方を知り、それを
使った作戦を立てることができる。
ブロックを使った攻め方を知り、それを
使った作戦を立てることができる。



ブロックがうまくいかないときは
「２対１」にしてやってみよう。

かべをつくる方向を
事前に確認しからやってみよう。

ボールを持って走る人と、
ブロックをする人の
タイミングを合わせよう。

ゲームで実行するための作戦をたてる。
→ 簡単な作戦をたてて、
     それぞれのポジションを決める。

ゲームで実行するための作戦をたてる。
→ 簡単な作戦をたてて、
     それぞれのポジションを決める。

ハドル（作戦会議）では一人一人
の動きをしっかりと確認しよう。

ブロックの動きがうまくできましたか？
〇〇のチームはよい動きでしたね。
●●さんの声かけはとてもよかったね。

作戦を意識して動いてみよう。

友達のいい動きは
どんどんほめてあげよう。

失敗しても、ブロックに挑戦した
ことが大切だね。

●チームごとに振りかえりを行い、副読本や学習カードに記入する。
●ゲームの感想や友達の良かったところを発表する。
●対戦結果を確認する。
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１回の攻撃ごとに３０秒程度のハドル（作戦会議）を行う。１回の攻撃ごとに３０秒程度のハドル（作戦会議）を行う。


